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1．緒言 

 高速・高精度かつ低コストに個人の遺伝情

報を読み取ることのできる次世代 DNA シー

ケンサの開発は，近年世界中でしのぎを削っ

ている．われわれは，これまでにトンネル電

流を指標として，天然核酸塩基およびメチル

化などの修飾核酸塩基をコンダクタンスの値

の違いから識別可能であることを示している

[1-4]． 

本研究では，尿中のマイクロ RNA 中の m6A

のメチル化に注目し，各アデニン部位でのメ

チル化修飾率を評価した．これまでがん診断

として，マイクロ RNA 解析(RNA-seq)が注目

されてきた．しかし，その解析は種類や量と

なり，それだけでの識別精度は十分でないこ

とが分かっている．一方，特定のマイクロ

RNA で，メチル化を指標として高精度に識別

される可能性が示唆されている．ここでは，

ナノギャップ電極デバイスによってマイクロ

RNA の単分子トンネル電流計測を行い，m6A 

(N6-methyladenosine)の修飾を分子ごとの電

気伝導度により検出し，定量が可能であるか

について検討を行った．  

 

2．計測・実験条件 

試料となる修飾塩基としては，m6A とした．

この核酸塩基ﾓﾉﾏｰ， m6Aを含む合成オリゴ，

あるいは抽出した mRNA を含む水溶液 1uM

の濃度に調整し，室温・大気圧下で計測を行

った． m 尿中に存在するエクソソームを，ナ

ノワイヤ―デバイスにより抽出した．計測に

用いる nano-MCBJ により作製した金ナノ接

合を自己破断後，ピエゾ素子をもちいて電極

間距離をトンネル電流測定可能な距離 に制御

し，電気計測を行った． 一方，同じく抽出し

た RNA についてイルミナによる RNA 種の特

定を行い，RNA 量の多いマイクロ RNA に対

して m6A への修飾割合について評価を行っ

た． 

 

3．結果・考察 

 RNA量の多いマイクロ RNAが hsa-let7aで

あった．そこで，hsa-let7a-5p (UGA GGU 

AGU AGG UUG UAU AGUU)中の各マイクロ

RNA 中の A 中の m6A 修飾ついて評価をおこ

なった．Aは，#3, #7, #10, #17, #19 に存在す

る．まず，ガン患者由来の人のサンプルか

ら，全体で 6256 の hsa-let7a-5p に相当とす

るシグナルを検出した．このうち，hsa-let7a-

5p の#3 について，A のコンダクタンス値を

もつシグナルと m6A のコンダクタンス値をも

つシグナルを比較した．その結果，シグナル

膵ガンの患者群のサンプル中では, m6A のシ

グナルを含む割合は 7.6%のメチル割合となる

ことがわかった．一方，健常者群では 4.0%の

メチル割合を検出した.このメチル化部位につ

いて，既報の報告ではメチル化の割合ががん

患者群で大きくなることが質量分析の結果わ

かっており，今回の結果を一致していること

が分かった． 

以上のことから，本計測法が，特定のマイ

クロ RNA のメチル化修飾状態について評価

でき，疾患の診断に供する可能性があること

が示されたといえる． 
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